
2020年 度 事 業 報 告 書 

Ⅰ 事業の状況 

Ⅰ．公益事業 

1.学術講演会の開催

第 116 回日本精神神経学会学術総会を、矢部博興会長、大谷浩一副会長、星野修三副会長のもとに、2020

年 9月 28 日（月）～10月 31 日（土）に開催した。COVID-19 の感染拡大に伴い WEB におけるライブ配信お

よびオンデマンド配信による開催とし、「今日の精神医学の検証 ―10年後への道標として―」をテーマと

し、特別講演 5題、会長講演、教育講演 12題、会長企画シンポジウム 1題、委員会シンポジウム 27題、シ

ンポジウム 93題、ワークショップ 11 題、Fellowship Award Symposium、市民公開講座を行い、一般演題

（口頭・ポスター含む）340 題とあわせて活発な発表、討論がなされた。参加者数は延べ 8,700 人を超え、

盛会のうちに終了した。 

Ⅱ．機関誌刊行物事業 

（1）精神神経学雑誌（和文誌）の刊行 

・第 122 巻第 4号より第 123 巻第 3号まで月刊で 12 号、延べ 908 ページを刊行した。

（発行部数：第 122 巻第 4号～12 号、第 123 巻第 1号～3号 約 7,200 部） 

（2）Psychiatry and Clinical Neurosciences（英文誌）の刊行

・第 74 巻 第 4 号～第 12 号、第 75 巻 第 1 号～第 3号までの 12 号分、計 680 ページを刊行した。

（冊子体発行部数：各号 約 450 部、冊子体については 2号分を 1冊とし、計 6冊発行） 

Ⅲ．委員会活動事業 

下記各種委員会を設置し、所管の事項の審議およびそれにもとづいた研究・調査等の活動を行った。 

本学会基本理念のもと、精神医学・医療・保健・福祉の質的向上に貢献することを委員会活動の基本に置

き、学術研究のみならず臨床に関する現実的な課題についても取り組んだ。委員会活動は以下の 6部門から

構成され、幅広く活動を実施した。活動内容の詳細については、別紙・2020 年度委員会活動報告を参照いた

だきたい。 

－ 2021 年 3月時点での各部門に属する委員会（計 55委員会） 

 学術・教育部門

1. 精神科用語検討委員会／精神科病名検討連絡会 2. 精神神経学雑誌編集委員会

3. PCN 編集委員会／PCN を育てる PI ワーキンググループ

4. 精神医学奨励賞・精神医療奨励賞選考委員会 5. フォリア賞選考委員会

6. 学術総会企画委員会／企業展示に関する検討班

7. 精神医療･精神医学情報センター運営委員会 8. ICD-11 委員会 9. 精神療法委員会

10. 小児精神医療委員会 11. 司法精神医学委員会 12. 精神医学研究推進委員会

13. 認知症委員会 14. ｅラーニング編集委員会

 専門医制度部門

1. 専門医制度常任委員会／精神科サブスペシャルティ board 設立準備委員会／
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専攻医募集定員に関する検討班／専門医制度情報システム構築班 

2. 専門医制度整備委員会 3. 専門医研修委員会 4. 医師臨床研修制度に関する検討委員会

5. 専門医試験委員会／専門医試験 WEB 移行検討班 6. 研修プログラム審査委員会

7. 生涯教育委員会 8. 指導医資格認定委員会

9. サマースクール実行委員会 10. 精神科薬物療法研修運営委員会

11. ガイドライン検討委員会／ 精神医学・精神医療に関するパラダイムシフト調査班

 精神保健・医療・福祉部門

1. 精神医療・保健福祉システム委員会 2. 精神保健福祉法委員会

3. 身体的拘束に関する特別委員会 4. 精神保健に関する委員会 5. 医療経済委員会

6. 精神科医・精神科医療の実態把握・将来計画に関する委員会／オンライン精神科医療検討作業班／

精神科医の業務に関する検討班 7. 心理職に関する委員会 8. アンチスティグマ委員会

9. ECT・rTMS 等検討委員会／定位的頭蓋内脳波指針に関する検討班 10. 多職種協働委員会

11. 性同一性障害に関する委員会 12. 薬事委員会／クロザピン検討班 13. 災害支援委員会

 法・倫理部門

1. 法委員会 2. 医療倫理委員会 3. 倫理委員会 4. 神出病院関連問題特別委員会

 広報・国際部門

1. 国際委員会 2. 広報委員会 3. 出版委員会

 庶務部門

1. 学会諸規則委員会 2. 情報システム委員会 3. 財務・特定資産検討委員会

4. 代議員選挙管理委員会 5. 利益相反委員会  6. 情報管理委員会 7. 代議員総会議事運営委員会

8. 男女共同参画推進委員会 9. 代議員女性枠検討特別委員会 10. 各種委員会活動評価委員会

Ⅳ．精神医学・精神医療奨励賞事業及びフォリア賞事業 

1）精神医学・精神医療奨励賞事業

・精神医学奨励賞

受賞者 ： 越山大輔 

・精神医療奨励賞

該当なし 

2）フォリア賞事業

受賞者    ：  安田由華・他 

受賞対象論文 ： “Brain morphological and functional features in cognitive subgroups of 

schizophrenia” 

  （Psychiatry and Clinical Neurosciences, Volume 74, Issue 3, pages 191-203, 2020 掲載） 

Ⅴ．国際交流事業 

 世界精神医学会（WPA）、その他精神科関連の国際学会との国際学術交流をはかった。 

具体的には、以下のような活動を実施した。 

・年次学術総会において、英語での演題発表ならびに海外からの参加者の受付を行った。

・海外若手精神科医を第 116 回学術総会にオンラインで招聘し、以下シンポジウムの企画・実施、ならびに

「JSPN Fellowship Award」を授与した。
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＜第 116 回学術総会 Fellowship Award Symposium＞ 

・Mental health and work life balance of psychiatrists

・Case Vignette (Obsessive Compulsive Disorder)

＜JSPN Fellowship Award 2020＞ 

受賞者一覧 

A S M Morshed (Bangladesh) Justo Pinzón Espinosa (Spain) 

Abhishek Ghosh (India) Olga Kazakova (Belarus) 

Awirut Oon-arom (Thailand) Shevonne Matheiken (UK) 

Dorottya Ori (Hungary) Su Hui Ho (Singapore) 

Eteri Machavariani (Georgia) Tejil Morar (South Africa) 

Florence Jaguga (Kenya) Theodoros Koutsomitros (Greece) 

・2019 年に国際学会にて口頭発表を行った若手会員に、「国際学会発表賞」を授与した。

＜個人発表部門＞ 

 青木 悠太、綾仁 信貴、入來 晃久、大石 賢吾、曾根 大地 

＜シンポジウム組織発表部門＞ 

紀本 創兵、野田 賀大 

Ⅵ．専門医認定事業 

精神科専門医を目指す研修医からの研修手帳購入受付（再発行）を行った。

生涯学習活動の推進のための「生涯教育研修会」を eラーニング配信した（3演題）。※新型コロナウイル

ス流行に伴い、実地の研修会は中止。

専門医試験受験資格審査（研修手帳審査）を行った。

研修に関する各種申請の審査を行った。

新専門医制度の研修の記録システム（研修実績管理システム）の運用・管理を行った。

 2021 年 3月 7日に「精神科専門医認定試験一次試験（筆記試験）」を実施した（一次試験合格者において

2021 年 4月 3日、4日の両日に「精神科専門医認定試験二次試験（口答試問）」を実施し、新たに精神科専

門医を認定する予定）。

 2021 年 3月より専門医を対象に、「2020 年度 精神科薬物療法研修」を実施した（e-ラーニング）。

「精神科専門医制度研修施設」の新規認定審査、更新認定審査を行った。

「新専門医制度 精神科専門研修プログラム」の申請について一次審査を行った。

「精神科専門医制度指導医」の新規審査、更新審査を行った。

精神科専門医の資格更新審査を行った。

精神科専門医資格認定更新にかかる研修（専門医単位取得対象）としての学会、研修会、研究会等の新規

認定審査、更新認定審査を行った。

日本専門医機構の専門医制度整備指針に基づき、新たな精神科専門医制度の運営について、専門医制度の

各委員会にて検討を行った。

 2020 年 4月 1日から新専門医制度のもと、512 名の専攻医が研修を開始した。

その他、専門医制度における各委員会において、各担当事項について検討を行った。
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Ⅶ．情報に関する事業 

精神医療、精神医学に関する情報は膨大であり、本学会は、その中から精神医療・精神医学に関する提

言・意見、または診断や治療に関するガイドラインの策定などを適宜公表することが学術団体としての責務

であると考え活動した。 

会員専用ページを通じた情報提供

会員専用ページに、自身の会員情報管理や各種の会員向け情報を本年度も多く配信した。 

2013 年度に開始した精神科専門医更新のための e ラーニングに今年は 14 本の動画を新規掲載した。 

■メールマガジンでの情報提供

メールアドレスを登録している会員に適時、メールでの情報配信を行った。

以 上 

4




